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メール&ウェブ ビジネスへの移行ガイド 
メール＆ウェブ（30/100/200） 

～コンテンツ複製サービスを利用したお客さま向け～ 
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は じ め に 

 

この度は、メール＆ウェブ ビジネス（以下、本サービス）をご契約頂き、誠にありがとうございます。 

 

本書では、メール＆ウェブ コンテンツ複製サービスをお申し込みいただいた後の確認と、メール＆ウェブ ビジネスのセッ 

トアップに関する手順をご説明いたします。 

本書に沿って設定していただくことで、メール＆ウェブ ビジネスの初期設定と、複製されたデータのご確認が行えるようになってお

ります。 

 

今後とも、末永くメール＆ウェブ サービスをご利用いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

 

＜関連マニュアル＞ 

マニュアル名 説明 対象読者 

移行マニュアル 

（本書） 

本サービスへコンテンツ複製サービスを申し込みされた後にご覧いた

だくマニュアル 
管理者 

セットアップガイド 
本サービスのご利用開始までに行っていただく設定手順をまとめたマニ

ュアル。 
管理者 

管理者マニュアル 本サービスの詳細マニュアル 管理者 

 

＜本書の記述について＞ 

 
使用上の制限事項や特定条件での禁止事項など、注意が必要な記述を示します。 

 
操作のポイントになる重要な内容や、補足事項を示します。 

 

各章や項目の最後に、お客さまにご確認いただきたい項目や、必要な作業をまとめたチェック一覧がございますので、確認にお役

立てください。 
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◆サービス実施の完了から、運用開始までの流れ 

[DNS切り替え日までに行っていただく作業] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[DNS切り替え日以降に行っていただく作業] 

 

 

 

[複製確認完了後にご覧ください。] 

 

 

 

ページ・参照先 

2：メール＆ウェブとの違い 
メール＆ウェブと、メール＆ウェブ ビジネスの相違点についてご説明します。 

3：複製データのご確認 
複製されたデータについてご説明します。 

◆コントロールパネルへログイン 
メール＆ウェブ ビジネスのコントロールパネルへログインします。 

ログインの手順は、セットアップガイドを参照してください。 

P4 

P6 

セットアップガイド 

「2. コントロールパネルに

ついて」 

4：メールアカウントのご確認 
メールアカウントに関する確認を行います。 

5：コンテンツのご確認 
お客さま作成のCGI等について確認を行います。 

◆メール＆ウェブ ビジネスの設定 

セットアップガイドをご参照の上、メール＆ウェブ ビジネスの初期設定を行ってください。 

◆お客さまDNSの設定 
お客さまでご用意されたDNSをご利用の場合

の設定・変更を行います。 

6：メールソフトの設定 
メール＆ウェブとの併用期間中のメールソフト設定を行います。 

1：複製データ確認の準備 
複製データの確認に必要な準備を行います。 

7：独自ドメインの動作確認 
独自ドメインを使用したメール送受信・コンテンツの確認を行います。 

◆ユーザサポート 
ユーザサポートについてご案内します。 

セットアップガイド 

「3. コントロールパネル初

期設定」 

管理者マニュアル 

「10章 DNSの設定」 

P8 

P10 

P17 

P34 

P40 

セットアップガイド 

「7.各種設定・変更とユ

ーザサポート」 
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1.複製データ確認の準備 

コンテンツ複製サービスの完了後、お客さま宛てに「コンテンツ複製サービス完了メール」と、メール＆ウェブ ビジネスの「ご利用

内容のご案内」が送付されます。 

「コンテンツ複製サービス完了メール」と「ご利用内容のご案内」は、到着が前後する場合がございますので、両方が手元に届くま

では、メール＆ウェブ ビジネスへのアクセスはお控えください。 

また、「ご利用内容のご案内の」にございます書面の見方や、ログイン方法などで、メール＆ウェブ ビジネスのセットアップガイド

が必要になりますので、お手元にご準備ください。 

1.1.お手元にご準備いただくもの 

本書では、セットアップガイドもご参照いただきながら、複製データの確認とメール＆ウェブ ビジネスのセットアップを進めてま

いりますので、「ご利用内容のご案内」に同封されているセットアップガイド、または下記URLより「メール＆ウェブ ビジネス セッ

トアップガイド」をダウンロードし、お手元にご準備ください。 

 

お客さまにご契約いただいたメール＆ウェブ ビジネスの「ご利用内容のご案内」は、お申し込み時に記載いただいた住所宛に

送付されます。 

「ご利用内容のご案内」には、お客さまのご契約情報、サーバ情報等が記載されていますので、紛失されないようご注意くださ

い。 

記載の内容については、「セットアップガイド 1.2 ご利用内容のご案内」をご覧ください。 

＜セットアップガイド入手先＞ 

メール＆ウェブ ビジネス マニュアルダウンロードページ 

URL：http://www.ocn.ne.jp/hosting/support/manual/mw2/index.html 
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1.2.コンテンツ複製サービス完了メールについて 

「コンテンツ複製サービス完了メール」はメール＆ウェブ ビジネスへのデータの複製が完了したタイミングで、メール＆ウェブ

の「連絡用メールアドレス」に登録されたメールアドレス宛に送信されます。 

以下のようなメールが送信されますので、メールを受信していることを確認してください。 

＜複製完了メールの例＞ 

 

 

※本メールは機械処理されたメールであるため、返信いただいても対応することができません。 

恐れ入りますが、文末のお問い合わせ先までご連絡をお願いいたします。 

 

メール＆ウェブ サービスをご利用のお客さまへ 

 

NTTコミュニケーションズ株式会社 

 

======================================================================================================================= 

メール＆ウェブ コンテンツ複製完了のお知らせ･ 

======================================================================================================================= 

平素は「メール＆ウェブ」サービスをご利用いただき、誠にありがとうございます。 

 

お客さまのアカウント情報・コンテンツを「メール＆ウェブ ビジネス」サービスへ複製しましたのでお知らせします。 

 

■お客さま情報 

 【お客さま番号】 H********* 

 【ドメイン名】    sig17e.wht.ocn.ne.jp 

 

 ※新たにご利用いただく「メール＆ウェブ ビジネス」サービスのお客さま番号は[H*********]になります。 

 

■コンテンツ複製開始時刻･ 

  ･2010-09-02 21:34:01 

 

■コンテンツ複製完了時刻･ 

  ･2010-09-02 21:37:29 

 

 

 

◎コンテンツ複製に関する注意事項･ 再確認のお願い 

お申し込み時にご確認いただいたコンテンツ複製に関する注意事項について、再度、ホームページからご確認ください。 

 

 ･http://www.ocn.ne.jp/hosting/order/caution/mw_datacopy.html 

 

◎メール＆ウェブ ビジネス 各種マニュアルのご案内 

「メール＆ウェブ ビジネス」のご利用にあたって、お客さまに実施いただく設定内容についてマニュアルを用意しておりますのでご参照く

ださい。 

※設定には別途郵送する「ご利用内容のご案内」が必要となります。 

 

 http://www.ocn.ne.jp/hosting/support/manual/mw2/#manual 

 

◎現在ご利用のプランとの仕様差分 

「メール＆ウェブ」と「メール＆ウェブ ビジネス」の仕様の違いについて、以下のホームページからご確認いただけます。 

 

・メール＆ウェブ（エントリー/スタンダード･/アドバンス）との比較 

 ･http://www.ocn.ne.jp/hosting/order/caution/changemw2.html#mw 

 

・メール＆ウェブ（･30/100/200）との比較 

 ･http://www.ocn.ne.jp/hosting/order/caution/changemw2.html#mailweb 

 

 

======================================================== 

●お問い合わせ先 

・カスタマサポート窓口 

  メール：mw2-support@ocn.ad.jp 

 ※お問い合わせ時はお客さま番号をお伝えください。 

 

・ホスティングサービスホームページ 

 http://www.ocn.ne.jp/hosting/ 

======================================================== 

 

確認のポイント 

 メール＆ウェブ ビジネスのセットアップガイドを準備する。 

 メール＆ウェブ ビジネスの「ご利用内容のご案内」が手元に届いていること。 

 メール＆ウェブの「連絡先メールアドレス宛」にコンテンツ複製サービス完了メールを受信していること。 
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2.メール&ウェブとの違い 

メール＆ウェブとメール＆ウェブ ビジネスの違いについてご説明いたします。 

2.1.アカウントの概念 

メール＆ウェブでは、管理者が作成したメールアドレスのみを各利用者が利用できる形態となっていますが、メール＆ウェブ 

ビジネスでは各利用にアカウントを発行し、メールの利用や、FTPを使用したファイルの操作を行うことが出来ます。 

 

 

メール＆ウェブ ビジネスでは、利用者に権限を与える事が出来ます。 

各種権限によりメールの機能のみやFTPの機能のみといった、利用者に合わせて権限を設定することが可能です。 

利用者へ付与できる権限の詳細については、【セットアップガイド 4.1 管理者と利用者について】をご覧ください。  

◎メール＆ウェブ ビジネスの場合 

メール＆ウェブ ビジネスサーバ 

user01 

user03 

user02 

管理者が、アカウ

ントを作成する。 

利用者は、管理者から付与された権限によって、各

機能が利用できる。 

メール 

メール 

FTP 

FTP 

user01は、メールのみ利用 

できる 

user02 は、メールとファイル操作機

能が利用できる 

user03 は、ファイル操作のみ利用

できる

◎メール＆ウェブの場合 

メール＆ウェブサーバ 

user01@example.com 

user03@example.com 

user02@example.com 

管理者が、メールアド

レスを作成する。 

利用者は、管理者から割振られた 

メールアドレスのみを利用できる 
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2.2.デフォルトの文字コード 

メール＆ウェブでは、PHPプログラム等で、データベースからデータを取得する際に、文字コードは【EUC-JP】を推奨しておりま

したが、メール＆ウェブ ビジネスでは、標準の文字コードが【UTF8】に変更となっています。 

2.3.データベースアクセスツール 

管理者の方が、データベースにアクセスする場合には、メール＆ウェブではOCNのコントロールパネルよりアクセスしていた

だくか、外部のツールをご利用いただいておりましたが、メール＆ウェブ ビジネスでは、コントロールパネルより、phpMyAdmin と

いうデータベースアクセスツールを利用することが出来ます。 

※サポート範囲は、ログイン画面までになります。 

2.4.ご利用可能なソフトウェアのバージョン 

メール＆ウェブ ビジネスで提供しているソフトウェアのバージョンは以下の通りです。（2011年5月現在） 

メール＆ウェブとは、バージョンが異なりますので、移行後の動作確認は十分に行ってください。 

 ソフトウェア バージョン 

Perl 5.6.1 

5.2.14 PHP 

4.4.7 

Python 2.4.4 

スクリプト言語 

Ruby 1.8.6 

MySQL 5.1.50 データベース 

phpMyAdmin 2.11.10.0 

WordPress 3.0.1 アプリケーション 

Urchin 2.7.03 

最新のバージョンについては、http://www.ocn.ne.jp/hosting/function/mw2/version.html をご覧ください。 



 

- 8 - 

3.複製データのご確認 

コンテンツ複製サービスでは、以下のデータが複製されます。 

 メール＆ウェブ 

POPユーザ ID × 

POPメールアドレス ○ 

パスワード ○ 

転送メールアドレス ○ 

宛先不明メールの設定 × 

メ
ー
ル 

メールボックス × 

html ファイル ○ 

CGIファイル*1 △ 

画像ファイル ○ 

各種ログファイル × 

フォームメール × 

アクセスカウンター*2 △ 

ユーザ認証 ○ 

Urchin ○ 

データベース*3 ○ 

コ
ン
テ
ン
ツ 

SSL証明書 ○ 

*1 メール&ウェブ ビジネスでは各CGI プログラム等のバージョンが異なりますのでコンテンツ複製後は必ず動作を確認し

てください。 

*2 １ページに複数のカウンターを設置していた場合、メール&ウェブ ビジネスでは１ページで１つのカウンター数値のみ

保持します。そのため、htmlファイルの最後に設置されているアクセスカウンターの値のみが複製され、１ページ内に設

置されている全てのカウンターに対し、その数値が適用されます。 

*3 データベース内のデータについても複製されますが、メール＆ウェブとメール＆ウェブ ビジネスのデータベースの標

準の文字コードが異なるため、文字化けしている可能性があります。詳細は、「5.1 データベース」をご覧ください。 
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次項からの手順では、メール＆ウェブ ビジネスのコントロールパネルへログインし、メールアドレスの確認や、設定の変更を行

っていただきますので、セットアップガイドを参照し、ログインの手順をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

SSL 証明書を移行されたお客さまは、DNS の切り替えが完了するまでの期間、コントロールパネルへのアク

セスは「https://お客様ID.securesites.com/ControlPanel/」でログインしていただく必要がございます。 

その際、以下のようなセキュリティの警告が表示されますが、そのまま「はい」を選択し、コントロールパネル

へログインしてください。(「はい」で続行すれば、暗号化通信となり、ご利用に問題はありません) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DNS の切り替え後は、「https://お客様ドメイン名/ControlPanel/」でコントロールパネルへログインいただける

ようになります。 

※セキュリティの警告は表示されません。 

◆メール＆ウェブ のコントロールパネルへログイン 
本サービスのコントロールパネルへログインします。 

ログインの手順は、セットアップガイドを参照してください。 

セットアップガイド 

「2. コントロールパネルに

ついて」 
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4.メールアカウントのご確認 

メール＆ウェブ ビジネスへ複製したアカウントについて確認します。 

 アカウントの複製について 

アカウントの複製は、メール＆ウェブのメールアドレスを基に、行います。 

複製のイメージについては以下をご覧ください。 

＜複製のイメージ＞ 

 

 

 

 
*1. その他の権限付与の方法については、【セットアップガイド】をご参照ください。 

複製後の権限は、【メール】の権

限のみ付与されます。*1 

○メール＆ウェブ ビジネス 

POPメールドレス、転送メールアドレス共に、 

メールアドレスの@より前の部分がメール＆ウ

ェブ ビジネスのユーザIDとして作成されます。

○メール＆ウェブ 

 【POPメールアドレスの設定】                    【転送メールアドレスの設定】 
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＜ユーザの情報の出力＞ 

メール＆ウェブでPOPユーザIDと、メールアドレスの@より前の部分が異なるアカウントの組み合わせ一覧を、メール＆ウェ

ブ ビジネスのユーザ領域に【update_user_info.txt】というファイル名で出力しています。 

このファイルには、メールアカウントと、メールアドレスの@より前の部分が異なっているアカウントの組み合わせのみを出力

しています。 

コントロールパネルにて、アカウント情報とあわせてご確認ください。 

 

[update_user_info.txtの内容] 

 

[出力先] 

 

変更前メールアドレス, 変更後メールアドレス, 変更前POPID, 変更後POPID 

usermail@example.com, usermail@example.com, pop2, usermail 

「全てのファイル」配下に、update_u

ser_info.txtは作成されます。 
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 数字のみのPOPメールアドレス/転送メールアドレスを複製した場合 

メールアドレスの@より前の部分が数字のみで作成されている場合は、複製時アカウントに【-user】を付記します。 

 

＜数字のみのアドレスの複製の例＞ 

 

 

複製されたアカウントには、メール&ウェブで使用していた、@より前の部分が数字のメールアドレスが、メールエイリアスに

設定されます。 

 

 

 

○メール＆ウェブ ビジネス 

数字のみのアカウントは、末尾に

【-user】を付けて複製される。 

通常のアカウントは 

そのまま複製される。 

<M&Wビジネス ユーザID>

複製時、既に【数字-user】のメールアドレスが存在した場合、その他の数字のみのメールアドレスは、以下

のように【数字-user2】として複製されます。 

 [複製前]  [複製後] 

1 001 ⇒ 001-user2 

2 001-user ⇒ 001-user 

○メール＆ウェブ 

 【POPメールアドレスの設定】 
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4.1.メールアカウント 

 

メール＆ウェブ ビジネスでは、利用者に【ユーザ ID】を発行します。 

ユーザ IDは、コントロールパネルのログインや、POPアカウントとして使用します。 

ユーザ ID メールアドレスの@より前の部分 

パスワード メール＆ウェブで使用していたメールのパスワード 

利用者の方がメール＆ウェブ ビジネスのコントロールパネルをご利用になる場合は、ユーザ ID とパスワードでログインする

ことができ、ログイン後はメールの利用設定や、振り分け設定などを行うことが出来ます。 

「氏名」の項目は、Web メールからメールを送信した際に、送信先に表示される項目となっており、入力の必須項目となってい

ますので、アカウント変更時は登録を行ってください。 

また、メール＆ウェブとメール＆ウェブ ビジネスではセキュリティ上、パスワードルールが変更されております。セットアップ

ガイド「4.2 ユーザの新規作成」にて使用可能な文字やパスワードルールが記載されておりますのでご確認ください。 

 

 

メールアドレスについては、今までお使いのアドレスを引き続きご利用いただけますが、メールソフトのアカ

ウント名は、メール＆ウェブ ビジネスのユーザID（メールアドレスの＠より前の部分）となります。 

メール＆ウェブで、利用されていたメールアドレスの@より前の部分と、メールアカウントが異なる組み合わせ

で利用されていた利用者は、メール＆ウェブ ビジネスに複製後は、ご利用のメールソフトのアカウント名を変更

していただく必要がございますので、管理者の方は、必ずユーザ IDを利用者へ通知してください。 

複製後のメールソフトの設定(Outlook)については、【本書 6.メールソフトの設定】をご覧ください。 

○メール＆ウェブ ビジネス 

メールアドレスの@より前の部分がメ

ール＆ウェブ ビジネスのユーザID

として作成されます。 

【メール】の権限のみ付与されます。 

パスワードはメール＆ウェブ

と同じものが設定されます。 

【氏名】は、メール＆ウェブ ビジネスでは

必須入力項目となっています。 

アカウント変更時は登録を行ってください。 

○メール＆ウェブ 

  【POPメールアドレスの設定】
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＜利用者のパスワード再設定＞ 

利用者がパスワードを忘れた場合は、以下の手順で管理者が再設定を行うことが出来ます。 

 

① 管理者のログイン IDでメール＆ウェブ ビジネスのコントロールパネルにログインし、[ユーザ設定]の[ユーザリスト]より、パ

スワードを変更したいユーザの[編集]リンクをクリックします。 

 

② [ユーザの編集]画面で、[新規パスワード]と[パスワードの確認]に新しいパスワードを設定し、[保存]ボタンをクリックします。 

パスワードに設定できる文字種を確認の上、パスワードの設定を行ってください。 

 

＜パスワードに使用できる文字種＞ 

設定項目 使用可能な文字種 文字数 備考 

新規パスワード 

パスワードの確認 

半角英大文字、半角英小文字、

半角数字、記号の一部  

! " # $ % & ' ( ) * + , - . / : ; < = > ? 

@[ \ ]  ̂_ ̀  { | } ~ 

6～32
●数字を1文字以上含めてください

●大文字小文字が区別されます 

③ パスワードが変更されますと、[ユーザリスト]の画面に遷移します。 

画面上部に以下のようなメッセージが表示されますと、パスワード変更は完了です。 

 

メール＆ウェブ ビジネスのコントロールパネルでは、設定されているパスワードは表示されません。 

利用者の方がパスワードを忘れた場合や、メール＆ウェブ ビジネスで許容されていないパスワードが引継

がれ、コントロールパネルにアクセスできない場合は、管理者にて、メール＆ウェブ ビジネスのコントロールパ

ネルより再度パスワードの設定を実施してください。 

パスワードの再設定方法については、＜利用者のパスワード再設定＞をご確認下さい。 
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4.2.転送設定 

【転送メールアドレスの設定】にて登録されたメールアドレスも同様に、メールアドレスを基にメール＆ウェブ ビジネスのユーザ

IDが作成されます。 

メール＆ウェブの【メール転送】に記載されているメールアドレスは、ユーザID(メールアドレス)のメール転送として設定されま

す。 

※パスワードは、複製時にランダムに設定されますので、アカウント作成時にパスワードの変更を必ず行ってください。 

 

○メール＆ウェブ ビジネス 

メール＆ウェブで設定した転送

先のメールアドレスでユーザID

が作成されます。 

【メール】の権限のみ付与されます。 

【氏名】は、メール＆ウェブ ビジネスでは

必須入力項目となっています。 

アカウント確認時に登録を行ってください。 

【パスワード】は、ランダムに設定されてい

ますので、アカウント確認時に登録を行っ

てください。 

メール＆ウェブで設定し

た転送先がそのまま設

定されます。 

○メール＆ウェブ 

 【転送メールアドレスの設定】
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確認のポイント 

 メール＆ウェブのメールアドレスの@より前の部分を基に、メール＆ウェブ ビジネスのユーザ IDが作成

されている。 

 転送メールアドレスおよび設定が複製されている。 

必要な作業 

 各アカウントの【氏名】を登録する。 

 転送設定のパスワードを登録する。 

 利用者へ【ユーザID】の通知を行う。 
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5.コンテンツのご確認 

本章では、メール＆ウェブ ビジネスへ複製したコンテンツについて確認します。 

 複製されるディレクトリについて 

以下のディレクトリに格納されているファイル(htmlファイル、画像ファイル、CGIのファイル等)が複製の対象となります。 

/配下のファイルは全て複製の対象となり、それぞれ主要なファイル・ディレクトリは以下のように複製されます。 

 メール＆ウェブ  メール＆ウェブ ビジネス 

ウェブディレクトリ / ⇒ /www/htdocs 

CGIディレクトリ /cgi-local ⇒ /www/cgi-bin 

ログファイル /stats ⇒ -(複製されません) 

＜複製時のディレクトリ構成イメージ＞ 

FTPソフトで、両サービスのウェブディレクトリを閲覧した場合、以下のようになります。 

ディレクトリ・ファイルのパーミッションは、そのままで複製を行っています。 

 

○メール＆ウェブ 

○メール＆ウェブ ビジネス 

/(ルート)配下のファイル

が「/www/htdocs」配下に

複製されます。 

パーミッションはそのまま

複製されます。

cgi-localは/www/htdocs配下

には複製されません。 

/statsは複製されません。 
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 複製されるファイルについて 

コンテンツの複製を行うと、ファイル内のCGIディレクトリや、IPアドレスなどをメール＆ウェブ ビジネスの情報に書き換えを行

います。 

複製を行ったファイルの一覧は、ユーザ領域に以下のようなupdate_info.txt というテキストファイルに出力されています。 

＜update_info.txtの内容（抜粋）＞ 

 

 

 

update_info.txt内で、ファイルパスの先頭に「+」が付いているファイルについては、変更前のファイルを以下のように

「OCN_BK.<ファイル名>」として同じディレクトリに保存しております。 

 

update_info.txtをコントロールパネルよりダウンロードした場合、閲覧時に表示が崩れる場合があります。

ダウンロードする場合は、FTPソフトをご利用ください。 

- /www/htdocs/1057.html 

- /www/htdocs/12.html 

- /www/htdocs/33.html 

- /www/htdocs/index.htm 

- /www/htdocs/index.html 

- /www/htdocs/index2.html 

- /www/htdocs/intro.swf 

- /www/htdocs/G17_Advance_sigfw1_sig17f.wht.ocn.ne.jp_118.23.162.7_DBON.txt 

+ /www/htdocs/sample.html 

- /www/htdocs/mxlogic_dump 

- /www/htdocs/ssi.shtml 

- /www/htdocs/.svn/README.txt 

- /www/htdocs/.svn/empty-file 

- /www/htdocs/.svn/entries 

- /www/htdocs/.svn/format 

- /www/htdocs/.svn/prop-base/mxlogic_query.pl.svn-base 

- /www/htdocs/.svn/props/mxlogic_query.pl.svn-work 

- /www/htdocs/.svn/text-base/mxlogic_query.pl.svn-base 

-：複製元から更新なし 

+：複製元から変更あり 

  変更の内容は、次ページのパス変更となります。 

「sample.html」の元ファイルが「OCN_BK.sampl

e.html」として作成されている。 
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 コンテンツの動作確認について 

ブラウザからお客さまのCGIや、htmlファイルを確認される場合は、URLに IPアドレスを指定して確認を行ってください。 

メール＆ウェブ ビジネスの IPアドレスは、ご利用内容のご案内に記載されております。 

例）/cgi-bin/sample.cgiの動作確認を行う場合 

 

また、メール＆ウェブではお客さまCGIに使用する文字コードはSJISまたはEUCで作成いただいておりますが、メール＆ウェ

ブ ビジネスでは、指定の文字コードが【UTF8】となっております。 

そのため、確認時に文字化けが発生する可能性がありますので、CGIファイル等で文字コードを指定している場合は、UTF8へ

変更を行ってください。 

 ファイルパスの書き換え 

複製されたhtml ファイル、CGIファイル、設定ファイル等に記載されている各種CGIへのパスやIPアドレスは以下のようにメ

ール＆ウェブ ビジネスのパスに書き換えが行われます。 

 複製前 複製後 

CGIディレクトリ /お客さまドメイン/cgi-local ⇒ /お客さまドメイン/cgi-bin 

/u/web/<ユーザ ID> ⇒

/usr/shared/web/<ユーザ ID> ⇒ウェブディレクトリ 

/<収容サーバ>/web/<ユーザ ID> ⇒

/usr/home/<ユーザ ID>/www/htdocs 

Perl パス変換なし 

IPアドレス メール＆ウェブの IPアドレス ⇒ メール＆ウェブ ビジネスの IPアドレス 

Sendmail /usr/lib/sendmail ⇒ /usr/sbin/sendmail 

ksh /bin/ksh ⇒ /usr/local/bin/ksh 

csh パス変更なし 

シェルスクリプト 

sh パス変更なし 

UUEncode /usr/bsd/uuencode ⇒ /usr/bin/uuencode 

メール＆ウェブ ビジネスの各種スクリプトのパス、各種ソフトウェアのバージョンは、以下のHPをご覧ください。 

スクリプトのパス： http://www.ocn.ne.jp/hosting/function/mw2/09.html 

ソフトウェアのバージョン： http://www.ocn.ne.jp/hosting/function/mw2/version.html 

＜ご利用内容のご案内（抜粋）＞ 

■設備情報 

WEBサーバのIPアドレス XXX.XXX.XXX.XXX 

WEBサーバのサーバ名 XXXXXXXXXXXXX 

「ご利用内容 ご案内 記

「ご利用内容のご案内」に記載

の「設備情報」にご契約サーバ

の IP アドレスが記載されてい

ます。 

ブラウザには、「ご利用内

容のご案内」に記載のIPア

ドレスを指定します。 

＜ブラウザからのアクセス＞ 
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なお、各節にて詳細な複製内容をご案内しておりますので、そちらをご覧ください。 

【説明参照先】 

お客さまCGI 
 

PHP 
 

フォームメール 
 

アクセスカウンター 
 

ユーザ認証 
 

Urchin 
 

データベース 
 

SSL証明書 
 

P23 

P32 

P26 

P22 

P28 

P25 

P22 

P21 
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5.1.お客さまCGＩの動作確認 

メール＆ウェブ ビジネスでは、CGIディレクトリは【/www/cgi-bin】となっており、メール＆ウェブとは異なるディレクトリ名となっ

ております。 

＜複製のイメージ＞ 

 

お客さまのhtml ファイル、CGI等でCGIディレクトリのパスを記載されている場合は、複製時にパスの変換を行っておりますの

で、お客さまでのパスの変更は必要ございません。 

ブラウザ上から、CGIを実行して、問題なく動作することを確認してください。 

○メール＆ウェブ ビジネス 

ディレクトリ名が「/cgi-local」から

「/www/cgi-bin」に変更になります。 

○メール＆ウェブ 
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5.2.PHP 

PHPファイルについても、htmlファイルやCGIと同じく複製の対象となりますが、PHPファイルの拡張子によって、実行に使用す

るPHPのバージョンが変更となっています。 

拡張子 メール＆ウェブ ビジネス メール＆ウェブ 

.php ⇒ PHP5で実行 PHP5で実行 

.php5 ⇒ PHP5で実行 PHP5で実行 

.php4 ⇒ PHP4で実行 PHP4で実行 

メール＆ウェブ ビジネスでは、初期設定でPHP5を利用するようになっておりますので、ブラウザからPHP5で問題なく動作す

ることを確認してください。 

 

なお、コントロールパネルからの設定により、PHP4を使用することも可能です。 

その場合は、拡張子が「.php」のファイルは、PHP4として動作します。 

ただし、PHP4については開発元のサポートが終了していますので、PHP5にて動作するように修正を行われることを推奨しま

す。 

PHP4への変更方法は【管理者マニュアル】をご参照ください。 

 

5.3.フォームメール 

メール＆ウェブでご利用いただいていたフォームメールは、メール＆ウェブ ビジネスではご利用いただくことが出来ません。

なお、メール＆ウェブでご利用いただいていたフォームメールをメール＆ウェブ ビジネスへ移行させる設定代行サービス フォー

ムメール作成代行（有料）もご用意しておりますので、ご利用ください。 

また、メール＆ウェブ ビジネスでは動作確認用の簡単なフォームメールをご用意しておりますので、そちらをお試しください。 

フォームメールについては、【管理者マニュアル】をご参照ください。 
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5.4.アクセスカウンター 

メール&ウェブで利用していたアクセスカウンターを複製すると、以下のようになります。 

＜複製のイメージ＞ 

 

複数のアクセスカウンターを設置している場合は、全てのアクセスカウンターが引き継がれますが、メール＆ウェブ ビジネス

では、１つのhtmlファイルで、１つの値を保持する仕様となっておりますので、複製した場合は、htmlファイルの最後に設置されて

いるアクセスカウンターの値が全てのアクセスカウンターに表示されます。 

最後のアクセスカウンターが非表示の場合でも、非表示のアクセスカウンターの値が全てのアクセスカウンターに表示されま

す。 

ブラウザより、アクセスカウンターが設置された html ファイルを参照し、全てのカウンターが複製されていること、全てのアクセ

スカウンターの値を確認してください。 

＜アクセスカウンターのデザイン＞ 

アクセスカウンターのデザインは、すべてOdometer（ ） に統一されます。 

メール＆ウェブ ビジネスでは、多数のデザインをご用意しておりますので、必要に応じてデザインの変更を行ってください。 

○メール＆ウェブ ビジネス 例)counter.html 

設定されたアクセスカウンタ

ーは全て複製されます。 

アクセスカウンターの値は、最後

に設定されているカウンターの値

が引き継がれます。 

○メール＆ウェブ 例)counter.html 
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＜アクセスカウンター値の確認＞ 

複製されたアクセスカウンターの値は、コントロールパネルから操作することが可能です。 

上記例のcounter.htmlは、コントロールパネル上では、以下のように表示されます。 

 

「訪問者数」が画面上の値と同じ事を確認してください。 

アクセスカウンターの詳細については、【管理者マニュアル】をご参照ください。 

○コントロールパネル >> カウンター（抜粋） 

ｈｔｍｌファイルの動作優先順位で 最初に確認で

きたｈｔｍｌファイルのアクセスカウンター値を

「/index.html」にコピーします。 

「/index.html」はhttp://ドメイン名/ でアクセスし

た時のアクセスカウンター値となります。 
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5.5.ユーザ認証 

メール＆ウェブで使用していた、ユーザ認証（アクセス制限）は、ID/Passwordをそのままにして引き継ぐことが出来ます。 

＜複製のイメージ＞ 

 
ユーザ認証が設定されているhtml ファイルを閲覧し、メール＆ウェブで設定していた ID/Passwordで認証できることを確認して

ください。 

 

また、複製したユーザ認証の情報は、コントロールパネルからも確認することが出来ます。 

 

コントロールパネルから、有効/無効の設定と、削除が行えます。 

メール＆ウェブで設定していたＩＤが全て複製されていることをご確認ください。 

 

アクセス制限の操作については、【管理者マニュアル】をご覧ください。 

AuthUserFile /u/web/＜ユーザID＞/test/.htpasswd 

AuthGroupFile /dev/null 

AuthName Protected Area 

AuthType Basic 

 

<Limit GET POST> 

require user user01 

</Limit> 

○メール＆ウェブ（.htaccess） 

○メール＆ウェブ ビジネス（.htaccess） 

AuthUserFile /usr/home/＜ユーザID＞/www/htdocs/test/.htpasswd 

AuthGroupFile /dev/null 

AuthName "Protected Area"  

AuthType Basic 

 

<Limit GET POST> 

require user user01 

</Limit> 

設定されたID/Passwordは全て引き

継がれる。 

○コントロールパネル 

.htaccess を設定したディレ

クトリを選択します。 

複製されたユーザ認証の

情報が表示されます。 
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5.6.Urchin 

メール＆ウェブで使用していたUrchinのデータを複製します。 

メール＆ウェブ ビジネスでは、コントロールパネルより、Urchinを起動することが出来ます。 

＜Urchinの起動＞ 

  

＜複製のイメージ＞ 

 

複製時には、メール＆ウェブで利用していた解析結果のみを複製します。実際に取得しているアクセスログ等は複製されませ

ん。 

○メール＆ウェブ 

○メール＆ウェブ ビジネス 

全てのデータを引き継ぐ

が、英語で表示される。 

コントロールパネルの 

【Urchinの統計を表示】を 

クリックする。 



 

- 27 - 

＜Urchinの表示言語の変更＞ 

初期状態では解析結果が英語で表示されますので、以下の手順で日本語表示へ変更を行ってください。 

① メール＆ウェブ ビジネスのコントロールパネルへログインし、【統計データの表示】の【Urchinのオプション管理】をクリック

します。 

 

② Urchinのオプション管理で、使用する言語、地域、タイムゾーンを日本語環境に変更します。 

 

設定を変更しましたら、「保存」ボタンをクリックして、設定は完了です。 

右記のように 

変更 
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5.7.データベース 

メール＆ウェブで利用していたテーブルを、メール＆ウェブ ビジネスへ複製します。 

メール＆ウェブ ビジネスでは、データベースアクセスツールとしてphpMyAdminよりデータのアクセスを行うことが出来ます。 

ただし、phpMyAdminの使用方法についてはサポート出来かねますので、ご了承ください。 

＜phpMyAdminの起動＞ 

① メール＆ウェブ ビジネスのコントロールパネルへログインし、【データベースの管理】の【phpMyAdmin】をクリックしま

す。 

 
② 利用開始時は停止しておりますので、「起動」ボタンをクリックし、phpMyAdminの起動を行います。 

 

③ phpMyAdminが起動すると、アクセスするリンクが表示されるので、【phpMyAdminでMySQLを管理】をクリックします。 

 

④ 新しいウィンドウでphpMyAdminが起動しますので、ユーザ名・パスワードを入力してログインします。 

ログインには、２種類のユーザ名/パスワードでログインできますので、いずれかの組み合わせを入力します。 

 

入力しましたら、「実行する」ボタンをクリックして、phpMyAdminにログインします。 

以下のどちらかの組み合わせを入力します。 

ユーザ名 パスワード 

メール&ウェブ ビジネスの

ユーザID(管理者用) 

メール＆ウェブのユーザID 

メール＆ウェブのユー

ザパスワード 
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＜複製のイメージ＞ 

 

メール＆ウェブで使用していたデータは、メール＆ウェブ ビジネス上にメール＆ウェブのユーザ ID を名前にしたデータベース

を作成しています。 

そのデータベースの中には、メール＆ウェブのテーブルが複製されています。 

＜ログインに使用するユーザ名・パスワードについて＞ 

phpMyAdmin へのアクセスには、２種類のユーザ名が準備されておりますが、どちらも初期設定ではメール＆ウェブのユーザパ

スワードが設定されています。 

パスワードの変更方法は、ユーザ名によって異なります。 

ユーザ名 パスワードの変更方法 

メール＆ウェブ ビジネスの

ユーザID(管理者用) 

メール＆ウェブ ビジネスのMySQLと連動しています。 

コントロールパネルよりMySQLのパスワードを変更すると、phpMyAdminへのログイン時のパス

ワードも同じパスワードへ変更されます。 

メール＆ウェブのユーザID パスワードは、phpMyAdminより変更が可能です。 

どちらのユーザ名でログインしても、複製したテーブルの操作は行えるようになっています。 

○メール＆ウェブ 

○メール＆ウェブ ビジネス 

メール＆ウェブで使用してい

たテーブルが複製される。 

メール＆ウェブで利用してい

たデータを格納したデータベ

ースが作成されている。 



 

- 30 - 

＜複製後のデータについて＞ 

テーブルを移動する際に、データの移動も行っておりますが、文字コードを EUC-JP で複製しているため、お客さまによっては、

データが文字化けしている可能性がございます。 

① phpMyAdminのトップページより、メール＆ウェブのユーザIDが名前となったデータベースを選択します。 

 

② データベースをクリックすると、テーブルの一覧が表示されますので、閲覧したいテーブルの アイコンをクリックします。 

 

③ 選択したテーブルのデータの一覧が表示されますので、データがインポートされていることをご確認ください。 

 

データベースをクリック 
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＜データの再インポート＞ 

データが文字化けしている場合は、phpMyAdminより再度インポートすることで文字化けが解消される場合があります。 

インポート用のデータは、/（ルート）に「DB_Backup」というファイルが作成されておりますので、DB_Backupよりインポートを行

ってください。 

ただし、インポート方法につきましては、サポート出来かねますので、ご了承ください。 
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5.8.SSL証明書 

メール＆ウェブで使用しているSSL証明書の秘密鍵をメール＆ウェブ ビジネスに複製します。 

複製された秘密鍵はコントロールパネルより確認してください。 

 

① メール＆ウェブ ビジネスのコントロールパネルへログインし、【各種ツール】の【デジタル証明書】をクリックしてください。 

 

 

② 【デジタル証明書】の画面に、秘密鍵が複製され有効となっていることを確認してください。 
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コンテンツのご確認まで完了しましたら、セットアップガイドをご参照の上、メール＆ウェブ ビジネスの初期設定を行ってくださ

い。 

また、お客さまでご用意されたDNSをご利用の場合は、管理者マニュアルを参考にネームサーバの設定を行ってください。 

確認のポイント 

 /のデータが/www/htdocsに複製される。 

 /cgi-localのデータが/www/cgi-binに複製される。 

 「,php」の拡張子のファイルは「PHP5」で実行される。 

 メール&ウェブ提供のメールフォームCGIは複製されない。 

 メール＆ウェブ提供のアクセスカウンターが複製される。 

 Urchinの解析結果が複製される。 

 メール＆ウェブのユーザIDを名前としたデータベースが作成されて、データが複製される。 

 SSL証明書の秘密鍵が複製され有効になっている。 

必要な作業 

 Urchinの利用環境を日本語化する。 

 データベースのデータが文字化けしている場合は、再度インポートを行う。 

 お客様独自に作成されたCGIやPHPプログラム等の動作を確認する。 

◆メール＆ウェブ ビジネスの設定 

セットアップガイドを参考にメール＆ウェブ ビジネスの初期設定を、行ってください。 

◆お客さまDNSの設定 
お客さまでご用意されたDNSをご利用の場合

の設定・変更を行います。 

セットアップガイド 

「３．コントロールパネル初

期設定」 

管理者マニュアル 

「10章 DNSの設定」 
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6.メールソフトの設定 

お客さまがご利用のメールソフトの設定変更をMicrosoft Office Outlook2003を例にご説明します。 

他のメールソフトをご利用の場合は、適宜読み替えて設定を行ってください。 

メールソフトの設定変更には、メール＆ウェブの IPアドレスが必要となりますので、お手元にご準備ください。 

また、管理者の方は利用者の方に以下の手順をご説明の上、ネームサーバの切り替え日までに設定の変更を行っていただきま

すようお願いいたします。 

 

＜現在お使いのメール設定の変更＞ 

メール＆ウェブの設定でお使いのメールソフトの設定変更を行います。 

① 【ツール】から、【電子メールアカウント】を選択してください。 

  

② 電子メールアカウントの選択画面が表示されますので、【既存の電子メールアカウントの表示と変更】を選択し、「次へ」をク

リックします。 
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③ 電子メールアカウントの画面が表示されますので、メール&ウェブで使用しているアカウントを選択し、「変更」をクリックしま

す。 

 
④ インターネット電子メールの設定（POP3）の画面が表示されますので、受信メールサーバ(POP3)と、送信メールサーバー

(SMTP)を、メール＆ウェブの IPアドレスに変更してください。 

 
設定を行いましたら、「次へ」をクリックします。 

③のアカウント選択画面が表示されますので、右下の「完了」ボタンをクリックして、設定は完了です。 

メール＆ウェブの IPアドレスに変更。 
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＜メール＆ウェブ ビジネスのアカウント設定＞ 

① Outlookを起動し、【ツール】から【電子メールアカウント】を選択します。 

 

② 【新しい電子メールアカウントの追加】が選択されていることを確認し「次へ」をクリックします。 
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③ サーバーの種類の画面が表示されますので、【POP3】を選択し「次へ」をクリックします。 

 

④ インターネット電子メールの設定（POP3）の画面が表示されますので、各設定項目を入力します。 

 

設定項目 設定内容 

①ユーザ情報 

名前 メールの送信者欄に表示させる氏名 

電子メールアドレス メール&ウェブでご利用のメールアドレス 

②メールサーバーへのログオン情報 

アカウント名 ユーザ ID（メールアドレスの＠より前の部分） 

パスワード メール＆ウェブでご利用のパスワード 

③サーバー情報 

受信メールサーバー メール&ウェブ ビジネスの IPアドレス 

送信メールサーバー メール&ウェブ ビジネスの IPアドレス 

設定が完了しましたら、【詳細設定】ボタンをクリックします。 

① 

② 

③ 
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⑤ インターネット電子メール設定の画面が表示されましたら「送信サーバー」をクリックします。 

 

⑥ 「送信サーバー（SMTP）は認証が必要」にチェックを入れ、「メールを送信する前にメールサーバーにログオンする。」を選

択後、「詳細設定」をクリックします。 
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⑦ 送信サーバー（SMTP）の欄を587へ変更し「OK」をクリックします。 

 

⑧ ④インターネット電子メールの設定（POP3)の画面へ戻りましたら、「次へ」をクリックします。 

電子メールアカウントの画面が表示されますので、右下の「完了」ボタンをクリックして、設定は完了です。 

 

 

 

 

 

確認のポイント 

 メール＆ウェブの設定と、ネームサーバの変更情報が伝播するまでの間、併用利用すること。 

必要な作業 

 メール&ウェブのメール設定を変更する。 

 本サービスのアカウント設定を作成する。 

ネームサーバの変更情報が伝播するまでの期間（1週間～2週間）は、新旧のサーバにメールが届くため、併用期間が必

要です。併用設定されない場合、メールの消失等が発生してしまうことがあります。 

併用期間後（1～2 週間後）にメール＆ウェブ ビジネス側のアカウントにのみメールが届くようになりましたら、情報の伝

播は完了となります。 
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7.独自ドメインの動作確認 

お客さまのDNS切り替え後に、以下の項目について、お客さまドメインでアクセスが行えることを確認してください。 

7.1.メールの送受信 

メール＆ウェブ ビジネスの設定で登録を行ったメールソフトで、外部ドメインとのメールの送受信が行えることを確認してくだ

さい。 

全てのメールがメール＆ウェブ ビジネス側の設定で受信できるようになるまでは、メール＆ウェブの設定と併用してご利用く

ださい。 

＜情報伝播後のメールソフトの設定＞ 

メール&ウェブ側へメールが届かなくなりましたら、以下のように再度メールソフトを設定変更します。 

アカウント 設定内容 

メール&ウェブ側 

IPアドレス削除やID/パスワード削除します。 

※メールソフトによっては、アカウント削除に伴って過去のメールもあわせて削除される

ことがありますので十分ご注意ください。 

メール&ウェブ ビジネス側 

メールソフトの受信側メールサーバー、送信側メールサーバーの「IPアドレス」を「ご利用

内容のご案内」記載のドメイン名に変更してください。 

※変更方法については、【6メールソフトの設定】を参照してください。 

7.2.html ファイルへのアクセス 

http://お客さまドメイン/～ のURLで、お客さま作成のhtmlファイルが閲覧できることを確認してください。 

なお、複製後のWebコンテンツは、メール＆ウェブと同じURLでアクセスできるよう複製しておりますので、外部からのリンクさ

れている場合でも、URLの変更等は必要ございません。 

※index.htmで表示させるファイル名の優先順位がメール＆ウェブとは異なります。 

7.3.CGIの動作確認 

http://お客さまドメイン/cgi-bin/～ のURLで、お客さま作成のCGIが動作できることを確認してください。 

※CGIのパスがメール＆ウェブとは異なります。 

 

メール＆ウェブ ：http://お客さまドメイン/cgi-local/～ 

↓ 

メール＆ウェブ ビジネス：http://お客さまドメイン/cgi-bin/～ 

 

確認のポイント 

 メール＆ウェブ ビジネスの設定を行ったメールソフトで、メールの送受信が行えることを確認する。 

 http://お客さまドメイン/～で、htmlファイルにアクセスできることを確認する。 

 http://お客さまドメイン/cgi-bin/～で、CGIファイルにアクセスし、動作することを確認する。 
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以上で、複製のご確認及びメール＆ウェブ ビジネスの初期設定は完了です。 

なお、本書で触れていない部分についての記載が、セットアップガイドにございますのでご一読ください。 

＜ユーザサポートについて＞ 

セットアップガイドにユーザサポートや、ご登録情報の変更方法について記載しておりますので、そちらをご参照ください。 

◆ユーザサポート 
メール＆ウェブ ビジネスのユーザサポートについてご案内します。 

セットアップガイド 

「7.各種設定・変更とユ

ーザサポート」 
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